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  平成 27 年 9月定例会

　

平
成
27
年
３
月
の
定
例
会
に
お
き
ま

し
て
、
（
故
）
村
田
春
男
議
長
の
後
を

受
け
、
小
美
玉
市
の
第
４
代
議
長
の
職

を
預
か
り
ま
し
た
。
短
い
就
任
期
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
様
々
な
議
会
運
営
の
難
し
さ
に

直
面
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
奔
走
す

る
こ
と
も
多
く
、
実
に
充
実
し
た
日
々

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

議
会
と
執
行
部
は
二
元
代
表
制
と
し

て
、
「
車
の
両
輪
の
ご
と
く
」
と
は
よ

く
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
間
、
住
民
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
是
々
非
々
の

中
に
も
公
正
公
平
で
円
満
な
議
会
運
営

に
全
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

就
任
後
間
も
な
い
３
月
定
例
会
で

は
、
「
議
会
の
憲
法
」
と
称
せ
ら
れ
る

「
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、
そ
の

後
、
同
条
例
の
運
用
に
向
け
て
議
会
改

革
推
進
特
別
委
員
会
に
お
い
て
各
種
調

査
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
従

来
の
議
会
運
営
を
見
つ
め
直
し
、
「
改

革
す
べ
き
は
改
革
し
、
実
行
す
べ
き
は

実
行
し
て
い
く
」
と
す
る
固
い
決
意
の

下
、
全
議
員
一
丸
と
な
っ
て
議
会
改
革

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

市
議
会
と
し
て
初
め
て
開
催
し
た
議

会
報
告
会
で
は
、
参
加
者
か
ら
様
々
な

ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
ご
意
見
に
対
し
て

は
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
す
べ
く
、

各
所
管
委
員
会
に
お
い
て
速
や
か
に

調
査
検
討
を
進
め
、
そ
の
結
果
に
つ

い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
い
ち
早
く
公

表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た

議
員
定
数
に
つ
い
て
も
、
22
名
か
ら

20
名
へ
と
削
減
し
、
更
に
は
、
議
員

の
政
治
倫
理
条
例
を
一
部
改
正
し
、

私
ど
も
議
員
に
対
す
る
市
民
の
監
視

力
を
高
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

市
議
会
は
、
議
会
基
本
条
例
で
う

た
う
基
本
理
念
、
「
市
民
の
負
託
に
応

え
う
る
開
か
れ
た
議
論
に
基
づ
く
公

平
公
正
な
議
会
を
目
指
し
て
」、
今
後

も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
し
て
、
各
種

取
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
浅
学
非
才

な
私
が
、
こ
の
間
、
議
長
と
し
て
の

職
務
を
全
う
で
き
ま
し
た
の
も
、
市

民
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
最
終
定
例
議
会
を
終
え
て

　

        　

         

小
美
玉
市
議
会
議
長　

市
村 

文
男

（9月 18日　第 3回定例会最終日、議場にて）（9月 18日　第 3回定例会最終日、議場にて）

　平成27年の第３回目となる定例会が8月28日から9月18日までの会期で開かれ、　平成27年の第３回目となる定例会が8月28日から9月18日までの会期で開かれ、
平成 26 年度の決算認定を含む 39 件の議案等について審議しました。平成 26 年度の決算認定を含む 39 件の議案等について審議しました。

平成２７年 第３回 定例会
8 月 28日～９月 18日「決算議会」を開催
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実質公債費比率　実質公債費比率　７．３%７．３%

   市財政の健全度チェック！（速報値） 

項 目
小美玉市

平均
早　期
健全化
基　準比率 順位

H２６ 7.3％ 17 位 8.0％
25%
   (18%)*

H ２５ 7.8％ 13 位 　9.0％
H２４   8.1％ 6 位 　9.8％
※ 順位・平均は、県内 44市町村との比較および県内の平均。
＊ 早期健全化基準が 18％に達した場合は、新たな借金を
　 する際に県の許可を要するなどの制限がある。

項 目
小美玉市

平均
早　期
健全化
基　準比率 順位

H２６ 58.2％ 26 位 37.5％
350%H ２５ 62.6％ 29 位    42.9％

H２４ 104.4％ 37 位 55.0％
※ 順位・平均は、県内 44市町村との比較および県内の平均。
＊ 早期健全化基準…地方公共団体の健全性に関する基準の
　 一つで、基準値を超えた場合、財政健全化団体として自
　 主的・計画的な財政の健全化が求められる。

将来負担比率　将来負担比率　５８．２%５８．２%  

実
質
公
債
費
比
率
？
・
・
・
市
の
実
質
的
な
借
金
が
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
の
こ
と
。
数
値
が
高
い
ほ
ど
返
済
の
負
担
が
重
い
こ
と
を
示
す
。

　　　おみたま家の家計簿 

平成 26 年度の小美玉市の一般会計決算（254 億 4,044 万円）を　　　　　　
「家計簿」に例えてみました。

　　　（　　）内はH25 年度との比較

　

家計簿 1万円＝市決算 5,000 万円

収 入 （ 万 円 ） 支 出 （ 万 円 ）

給　与（基本給）　市税 129 （ 1 ）生活費　人件費、物件費 135 （ 7 ）
給　与（諸手当）　地方交付税　等 129 （ 2 ）医療、福祉、教育　扶助費、補助費等（教育ソフト分） 79 （ 4 ）
パート収入　使用料、手数料等 11 （ 2 ）家の増改築、防災対策　普通建設事業費 120 （ 16 ）
親、兄からの援助　国庫・県支出金 126 （ 8 ）車や家具の修理代　維持補修費 7 （△ 8）

ローン借入　市債 79 （△ 12）ローン返済　公債費 37 （ 3 ）

預金の引き出し　繰入金 8 （ 3 ）預金　積立金 20 （△ 25）

子どもの事業から返済　諸収入 10 （ 1 ）子どもの事業への貸付　
補助費等（負担金、助

成金）、繰出金（特別会計）、貸付金等
94 （ △ 4 ）

繰越金 16 （△ 12）

合　計　 508 （△ 7）合    計 492 （△ 7）

預金残高 131 （ 4 ） ローン残高　
（住宅ローン 261、カードローン 206）         

※資産形成する ※資産を形成しない
467 （ 46 ）

連帯保証等　（公営事業特別会計や退職手当等） 　　130 （△ 12）

※   平成２6年度は収入・支出ともに減っています。国庫補助金・合併特例債を活用した主な事業は、竹原小学校改築、広域
　幹線道路、道路改良工事、玉里運動公園整備工事・防災行政無線設置工事などです。ローン残高は増えています。これは計
　画した事業が着実に進んでいることを意味しています。ローン残高のうちカードローンが約半分を占めています。これは地
　方交付税の立替分の臨時財政対策債（返済額の１００％が後年度に交付税措置される特例的市債）が主な要因です。

平成 26 年度決算を認定！！
   会計別の決算額
会　計　別 歳 入 ( 万円） 歳 出 ( 万円） 歳出の前年度比

一 般 会 計 254 億 4,044 246 億 1,704 1.3 ％↓

特

別

会

計

国民健
康保険

（事業勘定） 61億 1,115 61 億 606    2.6％↓
（白河診療所） 1億 5,096 1 億 4,234 7.9％↓

後期高齢者医療保険 4億 4,235 4 億 3,866 7.4％↑

介 護
保 険

（ 事 業 ） 33 億 2,690 32 億 7,035   4.1％↑

（サービス） 577 416 24.4％↓

下 水 道 16 億 6,081 16 億 2,633 9.9％↓

農 業 集 落 排 水 　5億 6,617 5 億 5,218 86.2％↑

戸 別 浄 化 槽 6,544 5,403 16.1％↓

霊 園 1億 161 １億 159 689.4％↑
　 合 計 378 億 7,160 369 億 1,274 0.5％↓

企
業
会
計

病 院
収益的収支 １億 9,457 １億 9,457
資本的収支 0 3,527

水 道
収益的収支 8億 868 7 億 3,857
資本的収支 3億 2,031 5 億 6,866


